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１ はじめに 

この報告書は、３期目となる「横浜みどりアップ計画」の令和元年度の事業・取組

に対する「横浜みどりアップ計画市民推進会議」による評価・提案をまとめたもので

す。 

横浜みどりアップ計画では、市民税の超過課税である横浜みどり税を一部財源とし

て活用し、樹林地や水田の保全、身近な緑の創出など、様々な緑の保全と創造に取り

組んでいます。 

市民推進会議は、みどりアップ計画の取組に対して評価・提案を行うための組織で

あり、現地調査や、施策別の各部会による検討などの活動を行っています。また、計

画の進捗状況に対する評価・提案のみならず、横浜市における緑のあり方などについ

て、より市民目線で考えて市政に反映するとともに、市のみどりアップの取組を市民

の皆さんに分かりやすくお伝えしたいと広報誌にも力を入れています。 

令和元年度も、現地調査や各部会の開催など、熱心な活動をおこないました。活動

にあたっては、単に行政の進める施策に対する要望や批判に留まらず、より良い取組

とするための前向きな提案をおこなっています。 

市民推進会議が発行する広報誌は、令和元年度から「みどりアップ Action」として

リニューアルしました。部会メンバーがみどりアップの現場を市民目線でレポートし、

その場へ「行ってみよう」「見つけてみよう」と思えるような緑の魅力を伝える内容に

なっています。 

行政を中心としたみどりアップ計画の取組だけでなく、市民推進会議のような市民

を中心とする活動があることで、みどりアップ計画がより意義あるものになります。

また、さらに多くの市民が関わるようになることで、市民同士の交流も生まれます。 

新型コロナウイルス感染症は社会に大きな影響を及ぼしました。今後は我々のライ

フスタイルも大きく変革するでしょう。身近な緑や直売所などのニーズも高まってお

り、前向きに捉えれば、みどりアップ計画により多くの市民が関わるチャンスとも言

えます。未来を担う子ども達が誇れる取組となるよう、着実に進めていただくことを

期待します。 

横浜みどりアップ計画市民推進会議 

座長 進士五十八 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
進士先生 
メッセージ 
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横浜市中期4か年計画 

（2018～2021年度） 

横浜市中期4か年計画 

（2014～2017年度） 

横浜市中期4か年計画 

（2010～2013年度） 

横浜市基本構想（長期ビジョン） 

横浜市水と緑の基本計画（計画期間：2006～2025 年度） 

◆重点的な取組緑
の
環
境
を
つ
く
り 

育
て
る
条
例 

都
市
緑
地
法 

関連・連携する計画 
○横浜市都市計画マスタープラン
○横浜市環境管理計画
○横浜都市農業推進プラン  など

2006 年度 2025 年度 

横浜みどりアップ計画 

（新規・拡充施策） 

2009～2013 年度

横浜みどりアップ計画 

(計画期間:平成 26-30 年度) 

2014～2018 年度

横浜みどりアップ計画 

［2019-2023］ 

2019～2023 年度 

２ 横浜みどりアップ計画と市民推進会議 

(1) 横浜みどりアップ計画

①位置付け

横浜市は、大都市でありながら、市民生活の身近な場所にまとまった規模の樹林地や農

地などがあり、また、起伏に富んだ地形から、変化に富んだ水や緑の環境を有しています。こ

の緑の環境を生かし、次世代へ引き継いでいくため、市は2025年度を目標年次とした「横浜

市水と緑の基本計画」を2006年に策定し、計画に基づき長期的な視点から「横浜らしい水・緑

環境の実現」に向けた取組を展開しています。 

１期目となる「横浜みどりアップ計画（新規・拡充施策）」は、2008年度までの取組を強化・

充実するための2009年度から2013年度までの５か年の事業計画として策定されました。また、

「横浜みどり税」は、取組を進めるための重要な財源として2009年度から導入されました。 

緑の保全や創造は長い時間をかけて継続的に取り組むことが重要であることから、２期目

となる「横浜みどりアップ計画」（計画期間：平成26-30 年度）が策定されました。 

さらに、２期目の取組の成果や課題、市民意見募集結果などを踏まえ、３期目となる「横浜

みどりアップ計画［2019-2023］」が策定されました。 

【図】横浜みどりアップ計画［2019-2023］の位置付け 
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②横浜みどりアップ計画［2019-2023］の構成

2019年度より、３期目の「横浜みどりアップ計画」に基づき、「みんなで育む みどり豊かな

美しい街 横浜」を理念とし、５か年の目標を設定しました。目標の実現に向け、横浜みどりア

ップ計画では、「市民とともに次世代につなぐ森を育む」「市民が身近に農を感じる場をつくる」

「市民が実感できる緑や花をつくる」を３つの柱とした取組と効果的な広報を推進しています。 

計画の理念  みんなで育む みどり豊かな美しい街 横浜 

 

５か年の目標 

１ 緑の減少に歯止めをかけ、総量の維持を目指します 

緑地保全制度による指定が進むことで樹林地の担保量が増加、水田の保全面積を

維持、市街地で緑を創出する取組が進展 など 

２ 地域特性に応じた緑の保全・創出・維持管理の充実により緑の質を高めます 

森の保全管理など緑の多様な機能や役割を発揮する取組の進展、緑や花の創出に

より街の魅力・賑わいが向上 など 

３ 市民と緑とのかかわりを増やし、緑とともにある豊かな暮らしを実現します 

森に関わるイベントや農作物の収穫体験、地域の緑化活動など、市民や事業者が

緑に関わる機会が増加 など 

効果的な広報の展開 

計画の柱 ２ 

市民が身近に農を 

感じる場をつくる 

良好な景観形成や生

物多様性の保全など、農

地が持つ環境面での機

能や役割に着目した取

組、地産地消や農体験

の場の創出など、市民と

農の関わりを深める取組

を展開します。 

計画の柱 1  

市民とともに次世代に

つなぐ森を育む 

森（樹林地）の多様な

機能や役割に配慮しなが

ら、緑のネットワークの核

となるまとまりのある森を

重点的に保全するととも

に、保全した森を市民・

事業者とともに育み、次

世代に継承します。 

計画の柱 ３ 

市民が実感できる 

緑や花をつくる 

街の魅力を高め、賑わ

いづくりにつながる緑や

花、街路樹などの緑の創

出に、緑のネットワーク

形成も念頭において取り

組みます。また、地域で

緑を創出・継承する市民

や事業者の取組を支援

します。 
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(2) 横浜みどりアップ計画市民推進会議

横浜みどりアップ計画市民推進会議は、市民参加の組織により、みどりアップ計画の評価

及び意見・提案、市民への情報提供等を行うことを目的として、2009年に設置され、2012年か

らは条例設置の附属機関に位置付けられました。これまでに全体会議や施策別専門部会の

開催に加え、参加市民を公募したオープンフォーラムや現地調査を実施し、市民意見の聴取

にも努め、計画の評価・提案を行ってきました。 

みどりアップ計画を推進するうえで、市民推進会議のこのような取組は大きな役割を果たし

ており、３期目のみどりアップ計画についても、継続して活動することとなりました。 

2019年度からは新たな委員も含め、学識経験者や関係団体、町内会・自治会代表、公募

市民の計16名で活動しています。  （50頁に委員名簿を掲載） 

横浜市附属機関設置条例第２条第２項本文： 

附属機関(※)の担任する事務は、別表担任事務の欄に掲げるとおりとする。 

別表（抜粋） 

執 行 機 関  附 属 機 関  担 任 事 務  委 員 の定 数  

（中  略 ） 

市 長  横 浜 み ど り ア

ップ計 画 市 民

推 進 会 議  

横浜市域の樹林地及び農地の保全並びに

緑化の推進を図ることを目的とする横浜み

どりアップ計画に係る施策及び事業につい

ての情報提供、評価等に関する事務 

20人 以 内  

（以 下 省 略 ） 

※附属機関とは、法律又は条例に基づき設置する機関で、市長等の執行機関の要請により、

行政執行のために必要な審査、審議、調査等を行うことを職務とする機関。

横浜みどりアップ計画市民推進会議 

学識経験者、関係団体、公募市民等の計 16 名 横

浜

市

市

民

情報提供 

・市民推進会議報告書

・広報誌「Yokohama みどり

アップ Action」 等

みどりアップ計画に対する 

評価及び意見・提案 

全体会議

「
森
を
育
む
」
施
策
を
検
討
す
る
部
会

「
農
を
感
じ
る
」
施
策
を
検
討
す
る
部
会

「
緑
を
つ
く
る
」
施
策
を
検
討
す
る
部
会

広
報
・
見
え
る
化
部
会

調
査
部
会

施策別専門部会
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３ 市民推進会議 2020 年度の活動実績 

(1) 2020 年度の活動の概要

市民推進会議の主な活動は、「みどりアップ計画に対する評価及び意見・提案」と「市民へ

の情報提供」の２つです。 

① みどりアップ計画に対する評価及び意見・提案

2020 年 10 月 2020 年 11 月 2020 年 12 月 

調査部会 全体会議 

報告書の 

発行 

施策の内容について現地で調

査を行い、現状を把握、検証 ⇒ 

報告書の総まとめ 

⇒ 

② 市民への情報提供

2020 年９月・11 月 

広報・見える化部会 

⇒ 
Yokohama みどりアップ Action

の発行等 

・広報誌「Yokohama みどりアップ Action」

の取材、記事作成、編集

・見える化企画の検討

2020 年７月 2020 年９月～10 月 

全体会議 

⇒ 

施策別専門部会 

⇒ 

・みどりアップ計画[2019-2023]

の施策・事業を把握し、１年

間の活動内容を検討

・報告書の骨子を検討

計画の柱ごとに事業内容を把

握し、意見交換を行う 
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(2) 活動の詳細内容

① 市民推進会議（全体会議）

市民推進会議の全体会議において、部会の構成や調査の実施など年間の活動内容を確

認し、横浜みどりアップ計画の内容、進捗状況について説明を受けて、質疑応答、意見交換

を行いました。 

第 32 回市民推進会議（2020 年７月 20 日） 

・横浜みどりアップ計画の進捗状況について

・市民推進会議 2019 年度報告書について

 第 33 回市民推進会議（2020 年 11 月 17 日） 

・横浜みどりアップ計画 2019 年度の事業実績について

・市民推進会議 2019 年度報告書（案）について

・市民推進会議 2021 年度の取組について

② 施策別専門部会

計画の柱ごとに施策別専門部会を設置し、事業分野ごとに、詳細に説明を受け、意見交換

を行いました。 

※2014 年度からは「広報部会」、「見える化部会」を合わせ、「広報・見える化部会」を設置し

ているため、「効果的な広報の展開」事業に対する評価・提案については、「広報・見える

化部会」にて実施しています。

（ア) 「計画の柱１ 市民とともに次世代につなぐ森を育む」について

第 13 回「森を育む」施策を検討する部会（2020 年 10 月８日） 

・「森を育む」施策の評価・提案について 
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（イ） 「計画の柱２ 市民が身近に農を感じる場をつくる」について

第 13 回「農を感じる」施策を検討する部会（2020 年 10 月 14 日） 

・「農を感じる」施策の評価・提案について 

（ウ） 「計画の柱３ 市民が実感できる緑や花をつくる」について

第 13 回「緑をつくる」施策を検討する部会（2020 年 10 月 20 日） 

・部会長の選任について

・「緑をつくる」施策の評価・提案について 

③ 広報・見える化部会

2014年度からは「広報部会」、「見える化部会」を合わせ、「広報・見える化部会」を設置して

いるため、施策別専門部会としてみどりアップ計画の広報について評価・提案を行うとともに、

みどりアップ計画やみどり税についての情報提供のあり方の検討や広報誌の編集を行って

います。 

広報誌「YokohamaみどりアップAction」では、みどりアップ計画の取組が進んでいる現場を

取材した上で、緑の魅力をいかに伝え、「行ってみよう」「見つけてみよう」と思えるような内容

とするために毎号議論を重ね、市民目線の現場レポートを作り上げています。2020年度は第

３～４号を発行しました。駅及び主要な公共施設のＰＲボックスや、各区役所・土木事務所・公

園緑地事務所等の公共施設で配布するとともに、市のホームページでも公開しています。 

第45回広報・見える化部会（2020年９月２日） 

・「効果的な広報の展開」事業の評価・提案

について 

・みどりアップ Action 第３号、第４号につ

いて

・見える化企画案について

みどりアップ Action 第３号取材（2020 年９月 16 日） 

・テーマ：オープンガーデン（港北区 園芸ボランティアみらい）
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第 46 回広報・見える化部会（2020 年 11 月 18 日） 

・みどりアップ Action 第３号原稿案について

・みどりアップ Action 第４号記事内容について

みどりアップ Action 第４号取材（2020 年 11 月 18 日） 

・テーマ：市民の森（緑区 長津田宿(ながつたしゅく)市民の森）

2020 年度に発行した「Yokohama みどりアップ Action」 

○ YokohamaみどりアップAction 第３号

《発 行 月》 2021年２月 

《発行部数》 21,000部 

《テ ー マ》 オープンガーデン 

（港北区 園芸ボランティアみらい） 

《委員コメント》 

○○ 

○ YokohamaみどりアップAction 第４号

《発 行 月》 2021年３月 

《発行部数》 21,000部 

《テ ー マ》 市民の森 

（緑区 長津田
な が つ た

宿
しゅく

市民の森） 

《委員コメント》 

○○ 

※報告書末尾に「Yokohama みどりアップ Action」を添付しています。

「緑」と「花」でつながる仲間の絆！ 

「新吉田地域ケアプラザ」で 18 年もの長い年月に渡り活

動を続けてきた「園芸ボランティアみらい」の皆さん。花

のお手入れを通じて大人の仲間づくりを楽しむ、そんな皆

さんの笑顔溢れる素敵なお庭に訪れてみませんか。 

「市民の森」、聞いたことはありますか？ 

どこかで聞いたことがあるような、ないような。今号では

市民の森を簡単・コンパクトにご紹介します。Action４号

を片手に、森の楽しみ方を見つけに行ってみませんか？ 
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④ 調査部会（現地調査）

＜第20回調査部会＞ 

日 時 2020年10月30日（金） 午後１時15分～午後５時 

参 加 者 委員11名 

調査場所 舞岡ふるさと村 虹の家（戸塚区）、 

環状２号線（港南区上永谷地区）の街路樹、 

桜の丘をはぐくむ会（戸塚区） 

(ア) 森と農を市民につなげ、親しむ取組の現場を調査（舞岡ふるさと村 虹の家）

戸塚区の舞岡ふるさと村の水田を中心とした谷戸景観を視察しました。また、虹

の家の館長から、ふるさと村のこれまでの経緯や現在の活動状況などについて説明

を受けました。 

<委員の感想や主な意見> 

○タイムスリップをしたような里山の原風景が広がり、社や水路なども整備されて横

浜市内とは思えない癒される景観でした。また、単なる風景だけでなく、実際に農

業や牧畜が営まれ、生産された野菜や加工肉などの販売所を設けて事業としている

ことも良い仕組づくりだと思いました。

○ふるさと村では、歴史的背景や実際の動植物の標本、写真から生態系が維持されて

いる様子がよくわかりました。「虹の家」は、地域の理解や都市での「農」の重要性

を現地で知るための施設だと思いました。今後も多くの人に展示と共に説明も続け

ていただき、残された里山の理解者を増やしていただくことを期待します。

○市民のふれあい研修の場所として、多くの市民の方々に利用されていると聞きまし

た。地域の歴史を検証、学ぶために多種多様な農具、日常生活民具、動植物の標本

保存等のすばらしい勉学の場を提供されていることは非常に有意義なことと思いま

した。

谷戸景観を視察している様子 ふるさと村の説明を受けている様子 

-9-



○農業を続けたい農家さんのエネルギーがこの舞岡ふるさと村発足の原点とのこと。

良好な農景観が醸し出すこの地域は、市民にとっても農に親しむ場として、これか

らも続いて欲しいと感じました。

○都市の中で良好な水田や森が維持、保全されていることが、現代社会の中でみどり

アップ事業として今後も末永く維持管理されることを希望します。

○駅前の直売所、ハム工房、高設イチゴハウス、トマト温室、奨励金を出している水

田、舞岡八幡（彼岸花）、虹の家は、舞岡のゴールデンルートでみどり税を財源とす

る施策が展開されているところですが、オフシーズンでの見学だったので実感でき

なかったのは残念です。直売所等の一角に地場産品を味わえる農家レストランが欲

しいところです。ふるさとの森を周遊散策するのも舞岡の農景観を実感できるかも

しれません。

○食事ができる店があると良いと思います。

○みどり税により保全された水田を中心とした農景観を身近に感じました。

○横浜市中心部からのアクセスが良く、恵まれた自然が残された環境は、今後も市民

へ広くアピールしてもらいたいです。

○ＪＡの関連施設（「ハマッ子」直売所 舞岡や）が存在し、周囲の環境、利用状況は

知っていましたが、改めてふるさと村の活動状況や経緯や聞くことができ、とても

参考になりました。

○市民の森、公園、緑地、ふるさと村など異なる制度を組み合わせて広い緑地を保全

できていて素晴らしいと思いました。

○素晴らしい空間として維持されていると思います。しかし、そのためにも「人手」

が今後も確保されないと、樹林地や農地があっても、その景観が変わっていくのか

もしれません。

○竹林や小川、田んぼなど昔ながらの景観を見ることができ、和みました。

○自然の風景を残す努力を続けることは、皆さんの熱意と協力する力が大事だと思い

ました。

○手入れをするのは大変なのだと実感しました。

○小川アメニティがきれいでした。
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(イ)街路樹が良好に管理されている現場を調査（環状２号線 上永谷地区）

環状２号線の上永谷地区の良好に管理されている街路樹を車窓から見学し、事業

説明を受けました。

<委員の感想や主な意見> 

○自然樹形の剪定となるより、作業前の計画と作業後の現場視点の申し送りを記

録に残す方式は、街並み景観に大きく寄与することとして高く評価します。全

市での展開を期待します。

○片側 3 車線の車道に加え歩道も広い上永谷から東戸塚に向かう環状 2 号線の沿

道には大きなケヤキなどが違和感なく並んでいます。その景色は、ドライバー

や歩道を歩く人に緑豊かな横浜を感じさせ、穏やかで好ましい雰囲気を与えて

いるようです。

○環状 2 号線の街路樹を見学させていただき、植樹の配置、剪定技術等、非常に

素晴らしいと思いました。しかし、樹木は日々成長していますので、景観を損

なわない範囲で大胆な整枝、剪定が必要になってくると感じました。予算的な

ことがあると思いますが、欲を言えば出来るだけ極端に放任的に大きくせず、

こまめな整枝剪定が望まれます。

○ケヤキのような大木は道路に面しているとなおさら維持管理が大変だと思い

ました。

○上永谷のイチョウの形が良かったです。樹形を考えた剪定を全道路でやってい

ただきたいです。

環状２号線の街路樹の様子 

-11-



(ウ) 市民と連携した緑のまちづくりを行っている現場を調査（桜の丘をはぐくむ会）

戸塚区前田町で市民との協働により緑化を進めた現場を見学しました。取組を進

めた桜の丘をはぐくむ会の方々から、緑化計画や活動の概要、感じている課題など

について説明を受けました。 

<委員の感想や主な意見> 

○マンション建設前からの樹木の維持管理に住民の皆さんが関心を寄せていま

した。老木の更新や、急傾斜の崖地での隅々までの綿密な見直しのほか、新

たな樹林や草、花の植栽など、工夫を凝らした敷地内のみどりの再生計画で

した。

○市内の隠れた桜の名所であり、私自身も毎年、電車から見える風景を楽しま

せていただいていました。

○行政とマンション住民がバランスよく融合した事例と判断でき、今後も持続

可能な環境整備を目指してもらいたいです。

○維持管理も自分たちができる内容を精査して経費、労力もなるべくかからな

いよう、楽しみながら緑を創造している姿勢が伺えました。世帯数が多いマ

ンションで、敷地も広いので纏められるのは大変かとも思いますが、更に活

動を広げて地域のみどりを残し、育てていただきたいと思いました。

○マンションばかりでなく、地域の自治会と共に交流して地域のコミュニケー

ションをみどりが取り持っているようでした。

○マンション管理組合と自治会、住民有志による植栽活動サークルである愛護

会組織、そして土木事務所も協力しているとのことで、堂屋敷公園や協定緑

地の雑木林がうまく管理されているのを感じました。課題もあるようですが、

住民に親しまれる花と緑がうまく続いて行ってほしいと思いました。

○地域にあった樹林を自分たちで植えて管理しているのは、素晴らしいことで

す。高層マンションのモデルになると思います。大規模マンション建設の際

に、提示してこのような形が広がると良いと思いました。

○リーダーの方々の緑に対する熱い思いが感じられました。

桜を視察している様子 活動状況等の説明を受けている様子 
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○みどりの会の皆さんが、とても積極的に活動されているのがわかりました。

お話をされた皆さん、とても生き生きとしていました。

○どんぐりや自家採取された種から苗を住民の方が育てているのは素晴らしい

と思います。みどりアップで支援した甲斐があると感じました。マンション

の住民が元気に挨拶してくれたのも印象的でした。

○３年間の予算があるうちは事業のカタチがみえやすいと思いますが、やはり

その予算がなくなった後、どのくらい地域での取組が続くのか「人が育つの

か」が課題となるように感じました。実際「会」の方々もそのように理解さ

れている様子が伺えました。各地域でのフォローアップがみえるといいかな

と思いました。

○桜の丘は、743 戸の大規模マンションが林地する斜面林、元あった桜の大木、

二つの公園での緑化を実現した「地域緑のまちづくり事業」を展開したとこ

ろです。事業終了後、初めての見学でしたが、花が咲き乱れる時期ではない

にもかかわらず、在来種のタネや挿し木などを地道に育成する熱意が継続し

ていること、みどりの会として再出発しているが、担い手の広がりに課題を

かかえていることが印象に残りました。

○組織はできていたが、若い住民の後継者をつくるのは難しいので、緑のまち

づくりが持続されるか心配です。

○都市の中での貴重な緑を維持管理することは携わる人々の労力、予算等々大

変なご苦労があると思いました。桜の花が咲くのは春だけですが、春夏秋冬、

様々な姿を提供してくれます。人々に多くの大自然の恩恵を与えてくれます。

地域住民の方々と行政が協議して、今後もみどりアップ事業の推進が出来た

ら良いと思いました。

○課題にあったマンパワーですが、常時２～３人の参加が倍くらいになると作

業が住民の方々にもっと広く浸透し気楽に参加できるのではないかと思いま

した。

○桜の丘の皆さんの続けて行こうという気持ちが大事だと思いました。

○若い人や学生たちが参加してくれると良いですね。

-13-



４ 施策ごとの評価・提案 

市民推進会議では、みどりアップ計画の「市民とともに次世代につなぐ森を育む（「森を育

む」）」、「市民が身近に農を感じる場をつくる（「農を感じる」）」、「市民が実感できる緑や花をつ

くる（「緑をつくる」）」の施策と、みどりアップ計画を市民の皆さまに周知するための「広報・ＰＲ」

について、現地調査で市民や活動団体などからいただいた意見等を踏まえて、評価・提案を行

いました。 

なお、みどりアップ計画で進めている事業・取組には、横浜みどり税の導入時に定めた使途

に沿って横浜みどり税を充当している事業・取組と、横浜みどり税を充当せずに進めている事

業・取組がありますが、市民推進会議では市民の皆さまが負担している横浜みどり税を充当し

ている事業・取組を中心に評価・提案を行いました。 

◆計画の体系 ●：横浜みどり税を充当している事業・取組
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2020 年度の取組状況について、これまでの取組状況とあわせて振り返ります。

 

  

 

 

 

特別緑地保全地区などの緑地保全制度による指定は、緑のネットワークの核となるまとま

りのある樹林地を中心に土地所有者へ働きかけを行い、2009（H21）～2019（R1）年度の11年

間で約 952.8ha、2020 年度は 28.9ha 指定されました。 

緑地保全制度による指定の拡大が進んでいます

◆各計画の柱のハイライト

＜緑地保全制度による指定の状況＞

計画の柱１ 市民とともに次世代につなぐ森を育む 
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野菜の収穫や果実のもぎとりなどを気軽に体験できる収穫体験農園、

区画割りされた農園で本格的な農作業が出来る認定市民菜園や農園付

公園など、様々な市民ニーズに合わせた農園の開設が進んでいます。 

農園の開設が進んでいます

＜農園の開設状況＞ 

（2009（H21）年度からの 12 か年） 

※（ ）内は 2020 年度新規開設分 

●環境学習農園

計画の柱２ 市民が身近に農を感じる場をつくる

●収穫体験農園

●収穫体験農園

●認定市⺠菜園

●収穫体験農園

●農園付公園
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計画の柱３ 市民が実感できる緑や花をつくる

 

 

＜地域緑のまちづくり実施地区一覧＞ 

 

市内各地で様々な緑をつくる自主的な活動が行われ、2009（H21）～

2019（R1）年度の 11 年間で市内 51 地区において、魅力ある緑のまちづくり

が進んでおり、2020 年度は新たに４地区で緑化の取組が進みました。 

緑のまちづくりが進んでいます 

BEFORE 

AFTER 

※横浜みどりアップ計画の詳細な実績については、「2020（令和２）年度 実績報告書」を

ご覧ください。

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/midori-koen/midori_up/

midori2020.html URL 更新 

六浦台地区（金沢区）
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◆評価・提案の概要

施策別専門部会で評価・提案内容を検討 
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（１）計画の柱１ 市民とともに次世代につなぐ森を育む

森（樹林地）の多様な機能や役割に配慮しながら、緑のネットワークの核となるまとまりのある

森を重点的に保全するとともに、保全した森を市民・事業者とともに育み、次世代に継承しま

す。 

施策１ 樹林地の確実な保全の推進 

事業① 緑地保全制度による指定の拡大・市による買取り 

●事業概要（計画書から抜粋）

 市内に残る樹林地の多くは民有地であり、まとまりのある樹林地を保全して次世代に引き継

ぐためには、土地を所有する方が、できるだけ持ち続けられるよう支援することが必要です。そ

こで、緑地保全制度に基づく指定により土地所有者へ優遇措置を講じることで、樹林地を保

全します。 

また、土地所有者の不測の事態等による、樹林地の買入れ申し出に対応します。 

●実績

項目 
５か年の 

目標 

2020 年度 

目標 実績 

取組（１）  緑地保全制度による指定の拡大・市による買取り 

緑地保全制度による新規指定 300ha 60ha 28.9ha 

土地所有者の不測の事態等に

よる土地の買取り 
（想定）113ha （想定）22.8ha 18.9ha 

保全した樹林地の整備 推進 推進 77 か所で実施 

緑地保全制度により買入れた緑地

（保土ケ谷区 （仮称）今井・境木市民の森 ）

特別緑地保全地区に新規指定された緑地

（瀬谷区 阿久和南一丁目藤ケ谷特別緑地保全地区 ）

みどり税 
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◆施策１についての評価・提案

市担当者からのコメント（環境創造局緑地保全推進課） 

・ 2019 年度から新たなみどりアップ計画に着手し、制度指定のメリットを土地所有者の皆

様に丁寧に説明しながら、新たな樹林地の指定に取り組みました。働きかけの対象とな

る未指定樹林地の小規模化に加え、昨年から続く新型コロナウイルス感染拡大防止の

対応のため、指定の取組は非常に難しい状況が続いています。特に、昨年当初は土地

所有者の皆様と直接お会いできない時期もあり、感染症対策をしながら働きかけを行い

ましたが、指定地区数としては 2019 度の 71 地区に対し、2020 年度は 79 地区を指定し、

前年度を上回ったものの、指定面積は目標を下回る結果となりました。

・ 一方、樹林地の買取りが進み市の管理地が増える中、特別緑地保全地区等の新たな指

定にあたっては、傾斜地など地形の状況や接道などの周辺状況を踏まえ、適切な整備

や維持管理が行える区域とすることが必要です。区域設定の調整や課題の検討には時

間を要しますが、今後もまとまりのある貴重な樹林地を保全するため、粘り強く事業を進

めていきます。

【図】緑地保全制度による年度ごとの新規指定面積の推移

みどりアップ計画期間 

「森を育む」施策を検討する部会で評価・提案内容を検討 
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施策２ 良好な森を育成する取組の推進

事業② 良好な森の育成 

●事業概要（計画書から抜粋）

生物多様性の保全、快適性の確保、良好な景観形成、防災・減災など、森に期待される多

様な機能が発揮できるように、利用者や樹林地周辺の安全にも配慮し、愛護会や森づくりボラ

ンティア、企業等様々な主体と連携しながら、良好な森づくりを進めます。

また、樹林地を所有する方が、できるだけ樹林地として持ち続けられるよう、緑地保全制度

による指定地における維持管理の負担を軽減するための支援を行います。 

●実績

項目 
５か年の 

目標 

2020 年度 

目標 実績 

取組（１） 森の多様な機能に着目した森づくりの推進 

森の維持管理 推進 推進 
保全管理計画の策定：３箇所 

維持管理：195 箇所 

取組（２） 指定した樹林地における維持管理の支援 

維持管理の助成 500 件 100 件 162 件 

みどり税 

保全管理計画の策定 （戸塚区  上矢部ふれあいの樹林）

森づくりガイドライン等を活用した維持管理の推進

（旭区 今宿市民の森）
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事業③ 森を育む人材の育成 

●事業概要（計画書から抜粋）

市民や事業者と市の協働により森を育む取組を進めるため、森づくり活動に取り組む市民

や団体を対象に、活動のための知識や技術に関する研修を実施し、森を育む「人」を育てま

す。また、森づくり活動を行う団体を対象に、活動に必要な支援を行います。 

●実績

項目 
５か年の 

目標 

2020 年度 

目標 実績 

取組（１） 森づくりを担う人材の育成 

森づくりを担う人材の育成 推進 推進 
研修の実施：９回 

体験会の開催：７回 

広報誌等での森づくり活動に関す

る情報発信 
20 回 ４回 ４回 

取組（２） 森づくり活動団体への支援 

森づくり活動団体への支援 150 団体 30 団体 33 団体 

森づくり活動団体への専門家派遣 20 回 ４回 ４回 

チッパーの貸出し 推進 推進 11 回 

みどり税 

森づくりを担う人材育成

森づくり体験会の様子

（緑区 鴨居原市民の森 ）

森づくり活動団体への支援

専門家派遣の様子

（栄区 本郷ふじやま公園 ）
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◆施策２についての評価・提案

市担当者からのコメント（環境創造局みどりアップ推進課） 

 樹林地管理においては、特に樹林地外周部の斜面で、災害予防を目的とした剪定や

伐採などを行いました。その意義や効果については、多くの方々にご理解をいただけ

るようになってきたと感じています。保全管理計画の策定や計画的な管理について

も、愛護会とも連携しながら進められており、今後も作業成果の検証を行いながら、

生物多様性や安全性など森の機能を高める管理を着実に進めていきたいと考えてい

ます。

 樹林地維持管理助成事業は 2019 年度に発生した台風の影響により、多くの申請

に対応しました。気候変動による台風の大型化により、倒木等の被害が増加してい

るなかで、土地所有者の維持管理への負担感軽減により効果のある取組とするた

め、2020 年度から復旧作業に対する支援を拡充しました。今後も台風などの災害か

ら樹林地を守っていくための一助として、土地所有者の方にこの助成の活用を呼びか

けたいと思います。

 「よこはまの森ニュースレター」では研修や支援制度の紹介、愛護会や森づくり活動

団体の活動紹介などを行っています。今後、さらに活動の楽しみの幅が広がるよう、

森づくり活動に必要な安全管理の知識や、森づくり体験会を実施した樹林地の林床

にどんな変化がもたらされたのかなどの情報提供を行っていきます。

「森を育む」施策を検討する部会で評価・提案内容を検討 
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施策３ 森と市民とをつなげる取組の推進 

事業④ 市民が森に関わるきっかけづくり 

●事業概要（計画書から抜粋）

横浜の森について理解を深め、さらには行動につなげるため、森に関するイベントや講座

の開催により、市民が森に関わるきっかけを提供します。また、市内５か所にあるウェルカムセ

ンターの活用などにより、情報発信等に取り組みます。

●実績

項目 
５か年の 

目標 

2020 年度 

目標 実績 

取組（１） 森の楽しみづくり 

市内大学や関係団体などと連携したイベントや、

区主催による地域の森でのイベントの実施 
180 回 36 回 34 回 

取組（２） 森に関する情報発信 

ウェルカムセンター周辺の緑を活用したイベント等 50 回 10 回 8 回 

みどり税 

・よこはま森の楽校

・森の中のプレイパーク

・クラフト教室

・自然教室（昆虫観察会）    など

よこはま森の楽校の様子（Zoom にて開催・スライド資料）
（都筑区 東京都市大学田中章研究室）

森の中のプレイパーク「めざせ名探偵！
森のパズルを解き明かせ！」の様子

（中区 本牧山頂公園）

2020 年度
～森の楽しみづくり イベントの内容 ～
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インタープリター養成講座の様子
（緑区 新治市民の森）

ウェルカムセンターイベント
「植物ずかん作り教室」の様子

（保土ケ谷区 環境活動支援センター）

市内に残るみどりの大切さを

広く知っていただくため、横浜

の森の魅力や役割を、単なる

情報提供だけではなく、直接体

験や教材を通して、効果的に伝

える技術や知識を学ぶ講座で

す。

インタープリター養成講座

について

長津田宿市民の森ガイドマップ
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◆施策３についての評価・提案

市担当者からのコメント（環境創造局みどりアップ推進課） 

 森の楽しみづくりとして、市内各地にある樹林地や緑を活用した自然観察イベント等を

実施しました。森の楽校のキャンパスイベントについては、対面式のイベントが新型コ

ロナ感染症対策により実施できなかったため、開催方法については検討を重ね、初の

試みとして Zoom を利用した Web 参加形式で実施しました。市内小学生を対象に図書

館及び、公園で実施したイベント（森の中のプレイパーク）でも市民の森やふれあいの

樹林などの自然観察や散策のできる樹林地が市内には数多くあることを紹介し、樹林

地で過ごす時間の魅力を感じる機会を提供しました。 

 コロナ禍での生活様式の変化から、市民の樹林地に対する関心は高まっており、ウェ

ルカムセンターには多くの方が来館され、イベントも毎回たくさんのお申込みをいただ

いています。これまで関心の無かった方にも樹林地を訪れてもらう機会が増えた一方

で、利用マナーをご存知ない方も一部いらっしゃるようです。今後はイベント等の楽し

みづくりと共にマナーの普及啓発も着実に進める必要があると考えています。 

 今年度は、「長津田宿市民の森ガイドマップ」を新たに作成しました。広域マップ部分

には周辺情報も盛り込み、付近にある公園やみどり等も一体的に楽しめるよう、工夫

しています。より身近なみどりに関心が高まってきていますので、ガイドマップをきっか

けに、市民が気軽に森を訪れることができるよう、これからも工夫していきます。

「森を育む」施策を検討する部会で評価・提案内容を検討 
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「森を育む」施策を検討する部会 部会長コメント 

○○。

望月 正光 
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（2）計画の柱２ 市民が身近に農を感じる場をつくる

良好な景観形成や生物多様性の保全など、農地が持つ環境面での機能や役割に着目し

た取組、地産地消や農体験の場の創出など、市民と農の関わりを深める取組を展開します。 

施策１ 農に親しむ取組の推進 

事業① 良好な農景観の保全 

●事業概要（計画書から抜粋）

 農地は良好な農景観の形成や生物多様性の保全、雨水の貯留・かん養機能など多様な機

能を有しており、横浜に残る農地や農業がつくりだす「農」の景観は多様です。農業専用地区

に代表される、集団的な農地から構成される広がりのある景観や、樹林地と田や畑が一体とな

った谷戸景観などが、地域の農景観として多くの市民に親しまれてきました。この農景観を次

世代に継承するため、横浜に残る貴重な水田景観を保全する取組や、意欲ある農家や法人

などにより農地を維持する取組を支援します。 

●実績

項目 
５か年の 

目標 

2020 年度 

目標 実績 

取組（１） 水田の保全 

水田保全面積 125ha 125ha 113.3ha 

水源・水路の確保 10 か所 ２か所 ３か所 

取組（２） 特定農業用施設保全契約の締結 

特定農業用施設保全契約の締結 制度運用 制度運用 契約 27 件 

取組（３） 農景観を良好に維持する活動の支援 

まとまりのある農地を

良好に維持する団体

の活動への支援 

集団農地維持面積 730ha 690ha 643.9ha 

農地縁辺部への植栽 55 件 11 件 15 件 

井戸の改修 ５地区 １地区 ４地区 

土砂流出防止対策 15 件 ３件 ５件 

周辺環境に配慮した活

動への支援 

牧草等による環境対策 20ha ４ha 4.36ha 

たい肥化設備等の支援 25 件 ５件 ３件 

取組（４） 多様な主体による農地の利用促進 

遊休農地の復元支援 1.5ha 0.3ha 0.28ha 

みどり税 
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土砂流出防止対策を実施した農地

（都筑区東方町）

まとまりのある農地への景観植物の植栽
（旭区 都岡地区恵みの里）

整備された水路（泉区下飯田町）保全された水田（戸塚区舞岡町）
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事業② 農とふれあう場づくり 

●事業概要（計画書から抜粋）

食と農への関心や、農とのふれあいを求める市民の声の高まりに応えるため、収穫体験から

本格的な農作業まで、様々な市民ニーズに合わせた農園の開設や整備を市内各地で進めま

す。 

また、市民と農との交流拠点である横浜ふるさと村や恵みの里を中心に、市民が農とふれあ

う機会の提供や、農家への援農活動を支援します。 

●実績

項目 
５か年の 

目標 

2020 年度 

目標 実績 

取組（１） 様々な市民ニーズに合わせた農園の開設 

様々な市民ニーズに合わせた農園の開設 22.8ha 3.5ha 3.98ha 

うち 収穫体験農園の開設支援 (7.5ha) (1.5ha) (2.87ha) 

うち 市民農園の開設支援（栽培収穫体験ファ

ーム・環境学習農園・認定市民菜園） 
(10ha) (2.0ha) (1.11ha) 

うち 農園付公園の整備 (5.3ha) (0.ha) 
(０ha) 

(着手済 4.4ha) 

取組（２） 市民が農を楽しみ支援する取組の推進 

横浜ふるさと村、恵みの里等で農体験教室などの

実施 
450 回 90 回 50 回 

市民農業大学講座の開催 100 回 20 回 ０回 

家族で学ぶ農体験講座の開催 30 回 ６回 ６回 

みどり税 

開設支援した認定市民農園
（青葉区新石川）

開設支援した収穫体験農園
（保土ケ谷区川島町）
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市担当者からのコメント（環境創造局環境活動支援センター） 

 家族で学ぶ農体験講座は、小学生とその家族が協力して種まきから草取りなどの作業を

経て収穫までの一連の農作業を体験して農業について学ぶとともに、横浜の農業や緑の

大切さを楽しみながら知ることを目的としています。普段あまり体験することのない農作

業を楽しみながら進めることができ、参加者からは、「いつもスーパーで見かける野菜

が、畑でどのように育つか分かり、よい勉強になった」、「農業って大変だとあらためて感

じた」などの意見があり、農業への理解や関心を深めることができました。今後も楽しみ

ながら学び、横浜の農業や緑への関心を持つきっかけとなる講座を継続していきます。

家族で学ぶ農体験講座
（保土ケ谷区 環境活動支援センター）

恵みの里の農体験教室
（緑区新治町）
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◆施策１についての評価・提案

「農を感じる」施策を検討する部会で評価・提案内容を検討 
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施策２ 地産地消の推進 

事業③ 身近に農を感じる地産地消の推進 

●事業概要（計画書から抜粋）

身近に市内産農畜産物や加工品を買える場や機会があることへの市民ニーズは高く、地域

で生産されたものを地域で消費する地産地消の取組は、身近に農を感じ、横浜の農への理解

を深めるきっかけにもなります。 

そこで、「横浜農場※の展開」による地産地消を推進するため、地域でとれた農畜産物など

を販売する直売所等の整備・運営支援や、市内で生産される苗木や花苗を配布するなどの取

組を進めます。あわせて、地産地消に関わる情報の発信など、PR活動を推進します。 

※横浜農場：食や農に関わる多様な人たち、農畜産物、農景観など、横浜らしい農業全体を農場と見立てた言葉

●実績

項目 
５か年の 

目標 

2020 年度 

目標 実績 

取組（１） 地産地消にふれる機会の拡大 

直売所・青空市等の支援 285 件 57 件 
41 件 

（直売所・加工所：18 件、 
青空市・マルシェ等：23 件） 

緑化用苗木の配布 125,000 本 25,000 本 25,000 本 

情報誌などの発行 30 回 ６回 ６回 

ミニ食と農の祭典 2020＠横浜農場

はまふぅどナビ第 56 号 

緑化用苗木の配布（中区）
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事業④ 市民や企業と連携した地産地消の展開 

●事業概要（計画書から抜粋）

 市内産農畜産物を食材として活用し、加工販売したいと考える企業や、横浜の農業の魅力

を伝える活動を行う野菜ソムリエや料理人などが増え、市民や企業、学校など農業関係者以

外の主体が地産地消の取組を実施する活動が広がっています。この動きをさらに拡大するた

め、市民の「食」と、農地や農畜産物といった「農」をつなぐ「はまふぅどコンシェルジュ」などの

地産地消に関わる人材の育成やネットワークの強化を図り、「農のプラットフォーム」を充実す

るとともに、農と市民・企業等が連携した「横浜農場の展開」を推進します。 

●実績

項目 
５か年の 

目標 

2020 年度 

目標 実績 

取組（１） 地産地消を広げる人材の育成 

はまふぅどコンシェルジュの活動支援等 150 件 30 件 27 件 

地産地消ネットワーク交流会の開催 ５回 １回 １回 

取組（２） 市民や企業等との連携 

市民や企業等との連携 50 件 10 件 15 件 

ビジネス創出支援 16 件 ４件 ３件 

学校給食での市内産農産物の一斉供給 推進 推進 推進 

料理コンクールの開催 ５回 １回 １回 

はまふぅどコンシェルジュ活動支援
（マルシェの開催）

地産地消ネットワーク交流会の開催
（食と農のフォーラム）

企業等との連携による地産地消の推進
（ニュウマン横浜における地産地消フェアの開催）

はま菜ちゃん料理コンクール
入選作品レシピ集
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◆施策２についての評価・提案

市担当者からのコメント（環境創造局農業振興課） 

今年度は、株式会社ルミネ及び横浜銀行と連携した、ニュウマン横浜における「横浜地

産地消フェア」の開催や JA 横浜と連携した市庁舎での横浜野菜の直売など、新たな地

産地消の取組を企業等との連携により実現することができました。これらの取組を通じ

て、より多くの方に横浜で営まれている農の魅力を感じていただくことができました。 

引き続き、様々な主体と連携しながら、市民の皆様が身近に農を感じられる取組を進

めていきたいと思います。 

「農を感じる」施策を検討する部会で評価・提案内容を検討 

-35-



「農を感じる」施策を検討する部会 部会長コメント 

○○。

内海 宏 
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（３）計画の柱３ 市民が実感できる緑や花をつくる

街の魅力を高め、賑わいづくりにつながる緑や花、街路樹などの緑の創出に、緑のネットワ

ーク形成も念頭において取り組みます。また、地域で緑を創出・継承する市民や事業者の取

組を支援します。 

施策１ 市民が実感できる緑をつくり、育む取組の推進

事業① まちなかでの緑の創出・育成 

●事業概要（計画書から抜粋）

多くの市民の目にふれる場所での緑化や目にする機会の多い街路樹を良好に育成するた

めの取組、地域で古くから親しまれている名木古木の保存など、市民が実感でき、生物多様

性の保全に寄与し、地域の良好な景観形成や賑わい創出につながる緑の創出・育成を推進

します。 

●実績

項目 
５か年の 

目標 

2020 年度 

目標 実績 

取組（１） 公共施設・公有地での緑の創出・育成 

緑の創出 36 か所 ７か所 12 か所 

緑の維持管理 推進 推進 50 件 

取組（２） 街路樹による良好な景観の創出・育成 

並木の再生 10 路線 ２路線 
６路線 

（２路線完了・４路線整備中） 

空き桝の補植 推進 推進 
高木 180 本 

低木 1，080 本 

良好な維持管理 18 区で推進 18 区で推進 17,710 本 

取組（３） シンボル的な緑の創出・育成 

公有地化によるシンボ

ル的な緑の創出・管理

（想定）継続２か所、

新規２か所 
推進 継続１か所整備中 

公開性のある緑空間の

創出支援 
（想定）10 か所程度 推進 ２か所 

取組（４） 建築物緑化保全契約の締結 

建築物緑化保全契約の

締結 
制度運用 制度運用 

新規：２件 

再契約：13 件 

取組（５） 名木古木の保存 

名木古木の保存 推進 推進 
新規指定：28 本 

維持管理の助成：73 本 

みどり税 
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市担当者からのコメント（環境創造局みどりアップ推進課） 

 並木の再生では、市内の６路線について、老木化した桜並木などの地域に愛されている

街路樹の更新を進め、２路線の整備が完了しました。安全性が高まり、地域に親しまれ

ている緑の景観の維持につながっています。

 公開性のある緑空間の創出支援事業では、2件の緑化支援が進められました。そのうち

の一つ、神奈川大学みなとみらいキャンパスは、多くの人々が集い・行き交う地区での

事例となり、本事業の趣旨に沿ったシンボル的事例になるのではないかと考えていま

す。引き続き、多くの市民の皆様に実感される緑をつくれるよう、取組を進めていきま

す。

神奈川大学みなとみらいキャンパス（西区）
【公開性のある緑空間の創出支援】

名木古木の新規指定（戸塚区）
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◆施策１についての評価・提案

「緑を作る」施策を検討する部会で評価・提案内容を検討 
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施策２ 緑や花に親しむ取組の推進 

事業② 市民や企業と連携した緑のまちづくり 

●事業概要（計画書から抜粋）

緑あふれる魅力的な街をつくるためには、市民や企業と連携した取組が不可欠です。地域

が主体となり、地域にふさわしい緑を創出する取組など、緑の創出・育成に積極的に取り組む

市民や企業を支援し、市民の生活の身近な場所で、緑や花に親しむきっかけづくりを推進し

ます。 

また、第33回全国都市緑化よこはまフェアなど、これまで多くの市民や企業の協力で展開さ

れた各区での緑や花に親しむ取組を、引き続き推進します。 

●実績

項目 
５か年の 

目標 

2020 年度 

目標 実績 

取組（１） 地域緑のまちづくり 

地域緑のまちづくり 新規 30 地区 新規６地区 
新規４地区 

継続９地区 

取組（２） 地域に根差した緑や花の楽しみづくり 

緑や花を身近に感じる各区の取組 18 区で推進 18 区で推進 18 区で推進 

地域の花いっぱいにつながる取組 推進 推進 推進 

取組（３） 人生記念樹の配布 

人生記念樹の配布 40,000 本配布 8,000 本配布 6,284 本配布 

みどり税 

創出された民有地の緑化
（旭区若葉台もみじ自治会周辺地区）

【地域緑のまちづくり】

緑化活動（花壇の花植え）
（港北区綱島西地区）
【地域緑のまちづくり】
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事業③ 子どもを育む空間での緑の創出・育成 

●事業概要（計画書から抜粋）

次世代を担う子どもたちが緑と親しみ、感性豊かに成長できるよう、子どもが多くの時間を過

ごす保育園、幼稚園、小中学校を対象に、施設ごとのニーズに合わせた多様な緑の創出・育

成を進めます。緑の創出にあたっては、子どもたちと生き物とのふれあいが生まれるような空間

づくりに取り組みます。 

●実績

項目 
５か年の 

目標 

2020 年度 

目標 実績 

取組（１） 保育園・幼稚園・小中学校での緑の創出・育成 

緑の創出 100 か所 20 か所 41 か所 

緑の維持管理 推進 推進 121 か所で実施 

みどり税 

園庭の芝生化
（緑区みもざ保育園）

小学校でのビオトープ整備
（青葉区奈良の丘小学校）

校庭・園庭芝生の育て方講座 親子体験イベントの開催
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事業④ 緑や花による魅力・賑わいの創出・育成 

●事業概要（計画書から抜粋）

第33回全国都市緑化よこはまフェアには、多くの人が訪れ、緑や花が人を呼び込み、街の

賑わいを創出しました。多くの市民が時間を過ごし、国内外から多くの観光客が訪れるエリア

である都心臨海部などにおいて、これらの取組を継承し、公共空間を中心に緑や花による空

間演出や質の高い維持管理を集中的に展開し、街の魅力や回遊性の向上・賑わいづくりに

つなげます。 

●実績

※緑花（りょくか）とは・・・樹木や芝生などの「緑」と四季折々の彩（いろどり）としての「花」を

組み合わせて植栽することで、街の魅力形成や賑わいづくりを行うものです。

項目 
５か年の 

目標 

2020 年度 

目標 実績 

取組（１） 都心臨海部等の緑花※による魅力ある空間づくり 

緑花による空間づくりと

維持管理 
推進 推進 15 か所で実施 

みどり税 

緑花の維持管理（グランモール公園） 緑花の維持管理（山下公園）

里山ガーデン春の大花壇 主要な駅前での緑化（新横浜駅周辺）
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◆施策２についての評価・提案

市担当者からのコメント（環境創造局みどりアップ推進課） 

 地域緑のまちづくり事業では、新型コロナウィルス感染症対応のため、地域団体の活

動が難しい状況を鑑みて、募集時期の変更、提案団体への個別事業説明を実施しま

した。提案団体には、地域緑化計画策定に向けた支援を行い、2020年度は４団体が

選考を通過しました。市民生活に身近な多くの地区で、こうした緑のまちづくりの機運

が高まっていると感じています。また、協定締結期間が終了する団体からも、活動を

きっかけとして地域に緑や花が増えたという喜びの声や、まちなかの緑化を通じてこ

れまで交流のなかった高齢者と子供など、地域での新しいつながりが生まれたなどの

声が寄せられました。

 子どもを育む場である保育園・幼稚園・小中学校における園庭・校庭の芝生化では、

管理方法についてアドバイザーを派遣するなど、創出した芝生が適切に管理できるよ

う支援を実施しています。また、ビオトープの再整備の取組では、専門家を派遣して

整備計画づくりや維持管理、授業での活用法のアドバイスを行っています。子どもた

ちはいきいきとビオトープや地域の生き物について学び、計画づくりや整備、利用の

ルールづくりなどに取り組んでおり、学校の総合学習などの機会において効果的に活

用されています。 

 緑花による魅力ある空間づくりとして、山下公園や日本大通りなどの都心臨海部での

取組を続けています。また、こども自然公園などの都市公園、ガーデンネックレス横

浜の里山ガーデンなど、花や緑による空間演出や質の高い維持管理を展開し、多く

の市民が訪れる場所での魅力向上や賑わいづくりにつなげました。

「緑を作る」施策を検討する部会で評価・提案内容を検討 
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「緑をつくる」施策を検討する部会 部会長コメント 

○○。

池邊 このみ 
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（４）効果的な広報の展開

事業① 市民の理解を広げる広報の展開 

●事業概要（計画書から抜粋）

取組の内容や実績について、より多くの市民・事業者に理解されるとともに、緑を楽しみ、緑

に関わる活動に参加していただけるよう、戦略的な広報を展開します。 

●実績

2020 年度 

目標 実績 

広報よこはま等の広

報紙への記事掲載 

市版：３件（９月号、11 月号、３月号） 

区版：11 件（中区版５・６月号、旭区版５月号、磯子区版５月号、緑区

版５・６・１月号、栄区版２月号、泉区版４月号、瀬谷区

版４・５月号） 

実績リーフレット作

成、自治会・町内会

への説明や回覧 

・市連会、区連会での実績報告（10 月）

・実績リーフレット等の単位自治会・町内会長配布（10 月）

・実績リーフレット等の区役所やＰＲボックスでの配架（10 月）

広告、動画等の各種

メディアを活用した

PR 

・交通広告の掲載：１件（10 月）

・公用車等でマグネットシートによる PR

・横浜市営地下鉄「YS-VISION」放映（３月）

・市庁舎アトリウム及び低層階・高層階デジタルサイネージ動画放映

・YouTube 動画掲載：２件

ホームページの充実 ・実績報告書の掲載（10月）

メールマガジンやソ

ーシャルメディア等に

よる情報発信 

・「横浜みどりアップ計画メールマガジン」の発行（毎月）

・twitterの発信（横浜環境情報 @yokohama_kankyo）

緑に関するイベント

での PR 

・秋の里山ガーデンフェスタ（9～10月）

・農と緑の感謝デー（11月）

・春の里山ガーデンフェスタ（３月） など

取組に基づいて実施

したことを示す現地

表示（プレート） 

・事業実施場所での現地表示（特別緑地保全地区、ガーデンネックレ

ス横浜、市民の森案内板、各区での取組、工事現場等）

※市民推進会議による広報企画としては、広報誌「Yokohama みどりアップ Action」を

２号編集・発行。（詳細は P.7「③広報・見える化部会」参照）
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緑に関するイベントでの PR 

（環境活動支援センター）

広報よこはまへの取組実績の記事掲載

(市版 11 月号) 

市営地下鉄車内での動画広告

線路沿いでの現地表示看板の設置

（保土ケ谷区権太坂）

PR 動画を活用した広報 

（新市庁舎アトリウム）

ガーデンネックレス横浜での現地表示

（みなとエリアの花壇）
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Q.「横浜みどりアップ計画」をご存知ですか？

計画を知っている割合は４割台で推移。 

2020 年度は、39.8%が知っていると回答 

計画を知っている割合は、高年層で高く、若年層で低い傾向が続いている。

 

  

市担当者からのコメント（環境創造局みどりアップ推進課） 

 みどりアップ計画の実績については、リーフレットを作成し市連会・区連会での説明

を行うほか、広報よこはま市版に記事掲載を行い広く市民へ実績が伝わるよう努めま

した。

 また、2020 年度にオープンした新市庁舎の玄関口「アトリウム」で、緑や花が美しく

育っているイメージ動画を大型ビジョンで放映したほか、庁舎内のデジタルサイネー

ジ、電車内広告でも放映を行い、みどりアップの取組成果を PR しました。

 新型コロナウィルス対策によりイベントが中止されるなどＰＲ機会が縮小となりまし

たが、一方、身近な花や緑が見直され、市民の森や公園が多くの市民に利用されまし

た。この機をとらえ、みどりアップ計画の取組がより多くの方の目に留まるよう、現

地表示やホームページ、動画 PR などを強化し、より充実した広報を進めていきたいで

す。

『「横浜みどりアップ計画」や「横浜みどり税」の広報に関する調査』等の調査結果より 

計画を知っている割合（%） 

＜高年層＞

＜若年層＞

※「知っている」は、「取り組み内容を知っている」、「あることを知っている」、「名称を見たことや聞いたことがある」の

合計
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◆施策についての評価・提案

広報・見える化部会で評価・提案内容を検討 
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広報・見える化部会 部会長コメント 

○○。

高田 房枝 
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５ 市民推進会議委員名簿 

横浜みどりアップ計画市民推進会議 名簿（2021 年 4 月時点）

(50 音順・敬称略) 

氏  名 区  分 備  考 

網代 宗四郎 関係団体 横浜市町内会連合会 委員 

池島 祥文 学識経験者 横浜国立大学 准教授 

池田 信彦 関係団体 よこはま緑の推進団体連絡協議会 会長 

池邊 このみ 学識経験者 千葉大学大学院 園芸学研究科 教授 

石原 信也 関係団体 横浜商工会議所 産業振興部長 

岩本 誠 関係団体 三保市民の森愛護会 会長 

副座長 内海 宏 学識経験者 （株）地域計画研究所 代表取締役 

奥井 奈都美 公募市民 

川幡 賢司 関係団体 横浜農業協同組合 横浜農業総合対策室 室長 

国吉 純 公募市民 

座長 進士 五十八 学識経験者 福井県立大学 学長 

高田 房枝 公募市民 

高橋 秀忠 公募市民 

野渡 リツ子 関係団体 横浜市南西部農業委員会 委員 

村松 晶子 公募市民 

望月 正光 学識経験者 関東学院大学 経済学部 教授 
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＜施策別専門部会 名簿＞ 

「森を育む」施策を検討する部会 名簿

(50 音順・敬称略) 

氏  名 区  分 備  考 

網代 宗四郎 関係団体 横浜市町内会連合会 委員 

岩本 誠 関係団体 三保市民の森愛護会 会長 

奥井 奈都美 公募市民 

高橋 秀忠 公募市民 

部会長 望月 正光 学識経験者 関東学院大学 経済学部 教授 

「農を感じる」施策を検討する部会 名簿

(50 音順・敬称略) 

氏  名 区  分 備  考 

池島 祥文 学識経験者 横浜国立大学 准教授 

部会長 内海 宏 学識経験者 （株）地域計画研究所 代表取締役 

川幡 賢司 関係団体 横浜農業協同組合 横浜農業総合対策室 室長 

野渡 リツ子 関係団体 横浜市南西部農業委員会 委員 

村松 晶子 公募市民 

「緑をつくる」施策を検討する部会 名簿

(50 音順・敬称略) 

氏  名 区  分 備  考 

池田 信彦 関係団体 よこはま緑の推進団体連絡協議会 会長 

部会長 池邊 このみ 学識経験者 千葉大学大学院 園芸学研究科 教授 

石原 信也 関係団体 横浜商工会議所 産業振興部長 

国吉 純 公募市民 

高田 房枝 公募市民 
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広報・見える化部会 名簿

(50 音順・敬称略) 

氏  名 区  分 備  考 

奥井 奈都美 公募市民 

国吉 純 公募市民 

部会長 高田 房枝 公募市民 

高橋 秀忠 公募市民 

村松 晶子 公募市民 

望月 正光 学識経験者 関東学院大学 経済学部 教授 
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６ 市民推進会議委員からのコメント 

 市民推進会議の委員を務めてきた中で感じたことや、生活の中で日ごろ各委員が

感じたことについて、委員一人ひとりからのコメントを紹介します。 
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７ 市民推進会議広報誌（再録） 

「YokohamaみどりアップAction」（2020年度発行分） 

第３号 2021年２月発行 

オープンガーデン

（港北区 園芸ボランティアみらい）

第４号 2021年３月発行 

市民の森 

（緑区 長津田
な が つ た

宿
しゅく

市民の森） 
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202１年○月発行 

横浜みどりアップ計画市民推進会議 
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